
水（農業用水）、土（農地）、里（農村）は、

日々の生活に欠かせない食料の生産だけでなく、

生態系保全や洪水防止など様々な機能を有する

私たちの大切な“財産”です。

水土里を整備する「農業農村整備」の歴史と

社会情勢の変化等に対応した新たな取組

について紹介します。

～水・土・里（みどり）を未来につなぐ～

御前山ダム（国営那珂川沿岸地区）御前山ダム（国営那珂川沿岸地区） 大井川水路橋（国営大井川用水地区）大井川水路橋（国営大井川用水地区）

自動走行農機による代掻き自動走行農機による代掻き 小水力発電（那須疏水）小水力発電（那須疏水）



●稲作の登場 ●国家による農地・
水利の強力な整備

●近世の用排水シ
ステム確立

●近代的土地改良
制度確立
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600

人口・耕地面積と食料生産基盤の変遷

小河川利用

中河川利用

大河川利用天水・ため池によ
る水田作業

荘園性における比較
的小規模な水利用

工事困難で
あった土地の
開墾
戦国大名によ
る治水事業

大規模水資源開発・
利水システムの整備

池水・利水の一体化
大規模土木事業

垂柳遺跡（青森） 見沼代用水（埼玉・東京） 安積疏水（福島）周防国府跡（山口）

農地と水には2000年以上の歴史があります。

食料を得るため、先人たちは多くの労力をかけ、知恵をしぼり

「 」と「 」に手を加え、食料生産の基盤を整備してきました。

現在の私たちの周りにもある農地や農業用の水路等は、

古来より手をかけてきた歴史的な財産と言えます。

土 水

①

１．農地と水の開発の歴史



埼玉県の東南部の水田地帯では、見沼溜井という沼を干拓し

て新田開発（現在のさいたま市「見沼たんぼ」）や排水改良を

行うとともに、利根川の堤防に木造の水路を埋め込み、地域の

河川を利用しながら新たな用水路を開削しました。

約60kmの開削工事には延べ90万人もの農家が従事し、

1728年に完成しました。新田2,000haが開発されるとともに、

約12,600haの水田への用水補給が実現しました。

み ぬま だい

み ぬ ま た め い

上から見た図

②

見沼代用水の開削



関東農政局管内の世界かんがい施設遺産 （15施設）

平成26年登録 平成29年登録 令和２年登録

1 群馬 雄川堰（おがわせき） 8 栃木 那須疏水（なすそすい） 12 群馬 天狗岩用水（てんぐいわようすい）

2 静岡 深良用水（ふからようすい） 平成30年度登録 13 埼玉 備前渠用水路（びぜんきょようすいろ）

平成28年登録 9 長野 五郎兵衛用水(ごろべえようすい) 令和４年登録

3 群馬 長野堰用水（ながのせきようすい） 令和元年登録 14 静岡 香貫用水（かぬきようすい）

4 山梨
（むらやまろっかむらせぎそすい）
村山六ヶ村堰疏水

10 茨城 十石堀（じゅっこくぼり） 15 静岡 寺谷用水（てらだにようすい）

5 長野 拾ケ堰（じっかせぎ） 11 埼玉 見沼代用水（みぬまだいようすい）

6 長野
（たきのゆ・おおかわらせぎ）
滝之湯堰・大河原堰

7 静岡 源兵衛川（げんべえがわ）

世界かんがい施設遺産

びぜんきょようすい

開削時の面影を残す水路

所 在 地 ：
供 用 開 始 ：
受 益 面 積 ：
管 理 者 ：

埼玉県本庄市ほか
1604年
1,400ha
備前渠用水路土地改良区

ほんじょうし

備前渠用水

世界のかんがい施設遺産
（17ヶ国142施設）令和４年10月現在

登録数 第１位！
日本 （47施設）

地

江戸時代末期に書かれた水路図

静岡県磐田市
1590年
1,504ha
寺谷用水土地改良区

概要

徳川家によって作ら
れた寺谷用水は、そ
の完成により約２万
石の新田が開発。現
在も磐田市の生活や
産業になくてはならな
い用水路である。

寺谷用水
いわたし
し

てらだにようすい

所 在 ：
供 用 開 始 ：
受 益 面 積 ：
管 理 者 ：

概要

現在でも開削当
時の面影を残す貴
重な用水路。河道
の一部を利用しな
がら留貯する堰が
設けられている。

世界かんがい施設遺産とは、

100年以上の歴史があり技術的・

社会的価値のあるダムや堰、水路

などのかんがい施設を適切に保全

するために国際かんがい排水委員

会(ICID)が認定・登録する制度です。

日本では、計47施設が登録・表

彰されています。 第２位 中国 （30）／ 第３位 インド (14) ／ 第４位 スリランカ (12)

③

関東局ＨＰで各地区の概要を紹介しています□



農 業 農 村 整 備

Ⅰ. 農業に必要な水を確保します

Ⅱ．農地の生産性を高めます

Ⅲ．農地や施設を災害から守ります

Ⅳ．農村のインフラを整備します

④

農業従事者の減少や高齢化が進行する中、農業の生産性を高め、

食料自給率・食料自給力の維持向上を図るためには、良好な営農

条件を備えた農地や安定した農業用水を確保することが重要です。

２．農業農村整備の役割



Ⅰ．農業に必要な水を確保します

必要なときに必要な量の農業用水が使えるよう、ダム・頭首
工・用排水路などの農業水利施設を整備します。
安定的に水を供給するには、施設の維持管理も必須です。

基幹用水路

排水機場

基幹排水路

頭首工

揚水機場

末端用水路

末端排水路

支線用水路

支線排水路

ダ ム

基幹施設 支線施設 末端施設

御前山ダム
（茨城県常陸大宮市）

梓川頭首工
（長野県松本市）

手賀排水機場
（千葉県柏市）

吉高機場
（千葉県印西市）

幹線用水路
（埼玉県神川町）

⑤

国 県 市町村・土地改良区

末端用水路

各機関・組織
で役割分担



全国の基幹的農業水利施設は、ダム、取水堰等の点的な

基幹的施設が約7,700箇所、水路は５万km整備されています。

これらの施設の資産価値は約20兆円にもなります。

【農業水利施設の分布図】

注１） 再建設費ベースによる評価算定。
注２） 基幹的水利施設は、受益面積100ha以上の農業水利施設。

⑥

日本の農業水利施設

資産価値 資産価値

農業用用排水路

うち基幹的施設 約５万km 約１万km

ダム・取水口・揚水機場等 約７千７百か所 約１千６百か所

約20兆円

約40万km
（地球10周分）

約７万km

約３兆円

施　設　区　分
全　　　国 関　東　管　内

▼ 農業水利ストックと資産価値（全国及び関東管内）

【関東農政局管内10都県】



大型の機械を導入できるようになり、作業時間の削減に

繋がっています。

整備実施後整備実施前

Ⅱ．農地の生産性を高めます

農地の形を整え、区画を大きくし、排水性を良くするなど、

農地の生産性を高めるための整備を行います。

85 ％減

⑦

整備実施後整備実施前

大型機械の導入



⑧

近年の農地整備

自動走行農機やICT水管理等のスマート農業の導入
により、農作業の省力化や生産コストの削減が期待されています。

農地の大区画や水路の管路化により、自動走行農機の効率
的な稼働、安全な操行ができるようになります。

水路の管路化で自動走行農機が安全に旋回

スマート農業の導入 のための基盤整備

高収益作物への転換 のための基盤整備

１ha以上の大区画化水田 【稲敷地区（茨城県）】

水田に排水管を埋設するなどして排水性を高めることで、米だ
けでなく畑作物を育てることができます。

小区画化水田

畑地化による野菜産地化の取組 【下江黒地区（群馬県）】

大区画化・畑地化

キャベツ栽培

水稲と野菜のブロックローテーション栽培

ICT自動給排水栓

いちご団地の創設による収益向上の取組



近年、自然災害は激甚化・頻発化しています。

小学校
幹線道路

▼豪雨による農村地域の湛水被害

豪雨などの自然災害による農地や農村への被害を減ら

すため、排水機場や排水路の整備、ため池の老朽化
対策や基幹水利施設の耐震化などを進めています。

排水機場
排水機場の役割

排水路の水を排水ポンプで
汲み上げ、河川に強制的に
排水することにより、地域の
湛水を防ぎます。

河川

堤防

Ⅲ．農地や施設を災害から守ります
⑨

荒川排水機場（国営栃木南部地区）荒川排水機場（国営栃木南部地区）

排水ポンプ排水ポンプ

▼１時間降水量50mm以上の年間発生回数の増加



⑩農地・農業水利施設の機能を活かした

「流域治水」とは、河川流域全体のあらゆる関係者が協
働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策です。

農業用ダム

大雨の前に水を放流
することで雨を貯められる
ようにし、下流域の氾濫リ
スクを低減します。

大雨の前に水を放流
することで雨を貯められる
ようにし、下流域の氾濫リ
スクを低減します。

ため池

田んぼダム

水田に降った雨をゆっ
くりと排水させることで、
水路や河川の急激な水位
上昇を抑制します。

排水施設

農業用の排水路、排水
機場などは、市街地や集
落の被害も防止・軽減。

排水路・クリーク排水機場

国営「栃木南部地区」国営「栃木南部地区」

流域治水の取組



農村では高齢化や人口減少、インフラの老朽化が進行。
農村地域の生活を支える集落排水施設や集落道、
情報通信環境など、人が安心して住み続けられる
条件を整備します。

近年の『田園回帰』も下支え！

Ⅳ．農村のインフラを整備します

集落防災安全施設

農道・集落道

営農飲雑用水施設

地域資源利活用施設

⑪

農業集落排水施設



小水力発電

太陽光発電

農業用水路の落差等を利用して、再生可能エネ
ルギーを創出。

農業水利施設の屋根や貯水池水面等に太陽光
パネルを設置して、再生可能エネルギーを創出。

脱炭素社会の実現に向けて、農業水利施設の省エネ化
や再エネ利用の取組も推進しています。

農村地域の脱炭素化に向けて

水路の落差を利用した小水力発電
国営「神流川地区」（埼玉県）

調整池敷地内や貯水池水面を利用した太陽光発電
【左：那須野ヶ原地区(栃木県)、右：北総中央地区(千葉県)】

⑫



農泊 農福連携

６次
産業化

廃校になった校舎を
利用して、出荷施設
や加工施設に

一次産業としての農林漁業と、二次産業としての製造業、
三次産業としての小売業との総合的かつ一体的な推進
を図り、地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す
取組です。

障がい者等が農
業分野での活躍を通じ、社会参画
を実現する取組です。農業分野の
新たな働き手の確保につながる可
能性もあります。

農業
（1次産業）

加工品の製造
（2次産業）

直売所で販売
（3次産業）

農山漁村地域に宿泊
し、郷土料理や農作業体験等を
楽しむ「農山漁村滞在型旅行」

のことです。地域の所得向上と
活性化を図ります。

ブロッコリー
の収穫

器具を工夫し
た定植作業

長野県

農村の資源を活用した取組

群馬県

⑬

地域ブランド「あけぼの大豆」の生産体制の強化による地域活性化の取組 （山梨県身延町）

6次産業収益向上！地域雇用創出！
荒廃農地解消！



⑭

関東管内では国営事業を13地区で実施しています。

・基幹的な農業水利施設の老朽化・耐震化対策等：12地区

・農地の再編整備：１地区

農業水利施設の整備事業

農地の整備事業

防災・減災事業

完了地区

凡例

【実施中の国営事業１３地区】

３．関東の農業農村整備事業



①農業農村整備事業の管内事例

ひたちおおみや

生産基盤 ・ダムや頭首工、水路の整備よる農業用水の安定的な供給
・ほ場の区画整理、畑地かんがい施設の整備

農業農村整備

基盤整備された農地

【整備前】

・常に干ばつの被害を受ける不
安定な農業経営。

・農業従事者の高齢化、不整形
な畑地帯、農道も狭小であり、
耕作放棄地の増加が懸念。

○経営規模５ha以上の経営体が増加
１経営当たりの経営規模も拡大
○ほしいもやネギ等の農産物のブラン
ド化が推進
○新規参入法人が施設葉物野菜など
有機農業を展開

生産現場

新設した御前山ダム 改修した小場江頭首工

⑮

＜主な支援施策＞
・国営かんがい排水事業「那珂川沿岸地区」
・県営畑地帯総合整備事業「三美地区」

みよし

未整備で不整形なほ場

大区画化により大型機械導入

定植時のかん水

○ かんしょの販路を、大手食品加工
会社との契約取引で拡大

○焼き芋、漬物に加工し、道の駅で販
売する等、６次産業化を推進 焼き芋の店頭販売

施設での有機栽培

ネギ栽培の拡大

加工・流通



②農業農村整備事業の管内事例

頭首工や水路の整備・保全、農地整備により農業生産性を向上

生産現場

農業経営

☆ポイント☆

⑯

戸当たり農業所得（昭和村）

基盤整備された畑地

・農業用水の安定供給等によ
り、高収益作物の作付面積
が大幅に拡大。
・“こんにゃくいも”の収穫量は、
全国の90％を占め、地域の
こんにゃく産業を下支え。

レタスのかん水

こんにゃく植え付け

こんにゃくいも

ほうれん草

根利頭首工の改修

ぬまたあかぎせいろく

農業農村整備

【整備前】

・降水量が少なく、水利に恵ま
れない不安定な営農地域。

・農業水利施設の老朽化と耐震
不足。

＜主な支援施策＞
・国営施設応急対策事業「赤城西麓地区」
・国営かんがい排水事業「赤城西麓地区」
・県営畑地帯総合整備事業「赤城西麓地区」

生産基盤

調整池の耐震対策

・担い手農家への農地
集積を通じた経営規
模の拡大と高収益作
物生産の拡大により、
農業所得が増加



農業農村整備事業とSDGｓ

SDGs（持続可能な開発目標）は平成27年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のた

めの2030アジェンダ」に記載された、 17のゴール・169のターゲットから構成される国際目標です。

土地改良事業は、水や土を扱う事業内容、農村協働力を育む特徴的な事業制度であり、特に以

下のゴールに貢献しています。

2．飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、

持続可能な農業を促進する

6．すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理

を確保する

9．強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促

進及びイノベーションの推進を図る

15. 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続

可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化

の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

6．すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理

を確保する

17．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化する

干ばつ、洪水等に対する適応能力を向上させ、持続可能な食料生産シス

テムを確保する観点から、

水の利用効率を大幅に改善する、水に関わる分野の管理向上への地域

コミュニティの参加を支援・強化する等の観点から、

質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱なインフラ開発等の観点から、

劣化した土地と土壌を回復し土地劣化を防ぐ等の観点から、

事業の実施で深化が図られる農村協働力は、

⑰



▲動画はこちらから！

▼『生産基盤の強化による農業の成長産業化』の取組として、国営笛吹川沿岸地区における基盤整備の
取組とその効果を、関係する県営ほ場整備事業の取組や生産者のインタビューを交えて紹介します。

▼国と県が連携した生産基盤整備事業の効果を生産者に語って
いただきました！

▼生産基盤の効果は果物の収穫量増大だけでなく、若者の新規参入や
“ワイン県やまなし”を盛り立たせるなど地域振興にも大きく貢献！

▼畑地かんがい施設や農道
拡幅等の生産基盤の強化に
より、日本有数の果物産地
である”フルーツ王国やまな
し” を下支え！



▲動画はこちらから！

▼『農村の振興』の取組として、国営神流川沿岸地区の地形条件を活かした小水力発電等の再生可能エネル
ギーの導入効果や地域協働による農業・農村を守る様々な活動を施設管理者の声も交えて紹介します。

▼小水力発電所の他に太陽光パネルも設置、維持管理費の軽減に！ ▼多面的機能支払交付金を活用した地域共同活動を紹介！

▶地球に優しい再生可
能エネルギーは、地域の
未来を明るく灯します！
整備した施設は地域の人
が集まる憩いの場にも。



▼『農業・農村の強靱化』の取組として、実施中の国営手賀沼地区の事業効果を手賀沼干拓の歴史を俯瞰し
つつ、当地域の営農を支える土地改良区理事長や生産者へのインタビューを交えて紹介します。

▲動画はこちらから！

▼当地域は水害との戦
いの歴史。理事長に事業
の必要性を語っていただ
きました。

▼地盤沈下等により施設の機能が低下、また頻発化・
激甚化する災害に対応した施設の更新整備を紹介！ ▼当地域の生産者からも事業への期待の声が！

スマート農業の導入状況等も答えていただきました


